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開発成果

成果概要
従来の水素製造用触媒では熱衝撃による粉化劣化や炭素析出によるコーキング対策と
して過剰のスチーム等コスト・エネルギーを必要とした。本開発触媒では、耐熱衝撃
性が高く、コーキング抑制を実現し、連続運用が可能な高耐久触媒を開発した。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●連続運転時間 1000 時間に於いて割れ・粉化を
抑制

●従来触媒に比較し低コーキング
●従来の触媒に比べ安価

●粒径
　……3～5mm/粒

本触媒を開発するにあたって、触媒担体を従来の単
一構造ではなく、コアシェル構造化する技術を開発。
実証実験により従来触媒を上回る耐久性を確認。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

伊藤忠セラテック株式会社　技術部触媒開発課　髙橋　陽
e-mail…:takahashi@itc-cera.co.jp　電話番号：0561-21-3958　FAX：0561-21-3112
特許6276010、特許6276011、特許6321357

高耐久性水素製造用改質触媒
～低Ｓ／Ｃから繰返加熱冷却等の過酷環境に耐える低コスト・省エネ触媒を実現～
●…伊藤忠セラテック株式会社　髙橋　陽、下里純也　　●…中部大学…教授　二宮善彦
●…あいち産業科学技術総合センター　鈴木正史　　●…合同会社横井鉄工所　横井敏雄　　●…山本匣鉢製造株式会社　山本拓広

高耐久性水素製造用改質触媒

熱衝撃試験後担体粒子外観 市販触媒との推定寿命比較

※1000回DSS時
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参画機関

●…中部大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…伊藤忠セラテック株式会社
●…合同会社横井鉄工所
●…山本匣鉢製造株式会社

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

水素ステーションは需要量に応じて水素を供給しており、ステーション内機器の稼働率は3.6%程度であるのが
実情である。機器の操業状況としてはDSS（Daily-Start-Stop）運転となっており、昇温冷却を繰り返す過酷
な運転環境となっている。水素ステーション内で用いられている水蒸気改質用触媒は単一構造の球状品が多く、
表層と内層の膨張差によるスポーリング破損により触媒の交換頻度が高く、水素の低コスト化を阻む要因の一
つである。本プロジェクトでは伊藤忠セラテックが研究を行ってきた複層構造型球状担体をベースとしてより高
効率、且つ高耐久性の担体・触媒を開発した。

●高耐久性水素製造用改質触媒

●…伊藤忠セラテック株式会社　技術部触媒開発課　髙橋　陽

高耐久性水素製造用改質触媒の開発
～稼働停止環境に耐えうる高性能な水素ステーション向け触媒を開発～

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

重点研究プロジェクトによって、あいち産業科学技術
総合センターの高度な分析機材を通じ、従来突破で
きなかった自社開発担体の優位性を立証する事ができ
た。プロジェクトを通じて県内企業の途中参画もあり、
今後の製品化期待に応える生産供給体制も構築がで
きた。

安価且つ高効率な水素製造による燃料電池車普及へ
の後押しとより新しい製品への技術転嫁を加速する。
さらに、水蒸気改質触媒の欠点でもあるCO2排出を解
決するメタネーションへの足掛かりができたため、今
後の研究促進によりCO2抑制の実現化を図る。

伊藤忠セラテック株式会社
髙橋　陽

伊藤忠セラテック株式会社
下里純也
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